『雪』　　　　　　　　　　　　　　　　ジョーズ

　空には分厚い雲がどんよりと漂っていて、今にも雨が降りそうだった。ただでさえ寒い冬の空気は、その景色の下、尚更冷たく、重く感じる。
　唯一自宅から通える距離にある県立高校の教室から空模様を見て、今日は速やかに帰宅すべきという判断を下す。折り畳み傘は常備しているが、雨が降っていると降っていないとでは帰宅時間が十分は変わる。近いとは言えない距離を徒歩で通学している身としては、降雨は無い方が都合が良い。それにこれ以上冷えてしまった場合、厚着とは言えない制服しか着てこなかった僕は風邪をひく恐れもある。親の仕事の都合上一人暮らしをしているというのに、万が一風邪をこじらせてしまってはかなり大変なことになる。それだけは避けたかった。
「それでは、本日のホームルームを終了します。解散」

　ホームルーム委員の男子がそう言うと、静かだった教室は途端に騒がしくなる。主に通学時間の関係で部活動には一切関わっていない僕は、既に教科書の類を入れた鞄を右肩に担ぎ、足早に教室から出た。

「山道でも使うかな」

　学校から歩くこと数分、見慣れた景色を横目に進む僕は、その間帰路の選択をしていた。
　いつも使っている道はきちんと舗装された道路であり、迷うなどということは殆どないが自宅と高校の間にあるなだらかな山を迂回する形になるため時間がかかる。反面山道なら時間は短縮できるが、雨が降っている場合足元に不安が生じるため速度が落ち、結果として迂回した方が早く着く可能性もある。何より、あまり管理されていないためか、木の枝などが道を遮っていることもあり、窮屈な思いをして通る覚悟もいるだろう。
　さてどうしようか。

　山道を進んだ途端雨に降られては目も当てられない状況になりそうだが、それならその時引き返せば良いだけの話である。それにいつも見慣れている道を歩くよりかは久しぶりに山道を使ってみたいという思いもあったため、僕は山道を歩くことにした。
　ちょっとしたスリルを味わいたいという気持ちもあったと思う。郊外に住んでいると、娯楽も少ないのだ。

　しばらく歩くと、舗装された道路の脇に山へと続くなだらかな坂道が現れる。僕は迷わずその道を選び、ずんずんと登っていった。
「ん」

　しばらく進むと、少し離れた場所に何かが落ちているのが見えた。金属でできているようで、きらりとした光沢が目につく。

　誰かが何かを捨てたのだろうか。自分のごみも片づけられないとは、と何処かの誰かを心中で非難しつつ、歩を進めた。

　そして山頂あたりに差しかかろうというとき、人を見つけた。

　どこかの学校の制服を着た長髪の女子だった。何かを探しているかのように頭を動かしている。
　こんな所で他人を見かけるとは思ってなかった僕は、彼女が何をしているのか気になり、つい声をかけてしまった。

「何、しているの？」

「ひやぁ！」

　後ろから声をかけられたことで余程驚いたのか、彼女は変な叫び声を上げてばっと振り向く。

「ごめん。驚かせたかな」

「あ、いえ……」

　彼女は気まずそうに目を逸らす。端正な顔立ちだった。

僕は再び質問をする。
「ところで、何をしていたの？」

「え、それは、あの……」

　彼女は両手を後ろに回し、俯いて目線を斜め下方向に向かせた。時折上目でこちらを見つつ、何かを決めあぐねているかのようにもじもじと体を揺らす。

　可愛い仕草だ。それから推察するに、恐らく彼女は何か他人には言えないことをやっていたのだろう。最初声をかけた際の反応も、そうであるなら頷ける。ならば回答を求めるのは失礼だ。素直に謝り去るとしよう。単に恥ずかしがっているだけかもしれないが。

僕にしても単なる興味で聞いただけなので、答えが得られなくても別に構わなかった。
「ああ、言いたくなければ言わなくても良いよ。邪魔しちゃってごめんね。それじゃあ」

「待って……」

　彼女に背を向けその場を立ち去ろうとするが、引き止められる。

　振り向くと、彼女は多少緊張しているように見えるものの、真っ直ぐこちらを見ていた。

「何かな」

「その、ここに来る途中で、鍵、見ませんでした？」

　成程、鍵を探していたのか。合点がいくと同時に僕は記憶の糸を手繰る。
「あ、もしかして」

　途中に見かけたごみだと思っていたあれがそうであった可能性はある。僕は念のため彼女に尋ねた。
「僕が今来た道、通った？」

「え、ええ」

「なら多分、あったよ。中腹あたりの道の少し外れた場所に落ちていたのがそれだと思う」
「本当ですか？　有難うございます」

　彼女は深々と頭を下げると、僕の通った道を引き返していった。

　僕は少なからず彼女の力になれたことで小さな満足感を得ると、再び歩き始めた。

　何歩か進んで、ふと思い至る。
　鍵をこのあたりで失くしたということは、その前までは山に登る用があったということでは無いのだろうか。

　振り返ると、既に彼女の姿は見えなくなっていた。

「まあ、いいか」
　彼女がこの山に登った理由なんて、僕には関係の無いことだ。興味がないと言えば嘘になるが、そこまで惹かれるというわけでもない。
　僕は前に向き直ると、足を動かす。そうだ、今日は出来るだけ早く帰らないとならないのだった。急がなければ。

　足を速める。しかし、僕の頭が新たな思い至りをしたことによって、足の動きが鈍った。

　もし、僕の見たあれが、彼女の鍵などでは無かったとしたら？

　彼女も、決して厚着などでは無かった。外気に晒していた足などは見ているだけで寒々しかったし、長い時間鍵を探しているとしたら体はかなり冷えているだろう。

　足を急かそうとする。しかし止まない思考はそれを阻む。
　彼女があの辺りを探していたのには、何かしらの根拠があったのではないだろうか。それを僕の助言が乱し、彼女を間違った場所へ連れて行ってしまったとしたら。

　足の動きが止まりかける。

　いや、駄目だ。今更戻ってどうなるというのだ。僕は自分の知っていることを彼女に話しただけで、そこには悪意なんてない。例え間違っていたとしても、責任はない。あれが彼女の探していた鍵であったかもしれないではないか。

　自らの不安を押し殺すように心の中で自分を弁護する。
　早く帰ろう。早く帰ろう。早く帰ろう。

　そう何度も心の中で繰り返す僕の鼻に、何かが当たった。

「冷たい」

　僕は人差し指で鼻に触り、その正体を確かめるべく目の前に持っていく。

　指に付着したそれは、既に殆ど液体になりかけている白い物質だった。

「雪？」
　空を見上げると、雲の白さでよくは分からないが、確かに顔には冷たい何かが当たる。間違いなく、雪であった。

「こんな日に初雪なんて……。早く帰らないと」

　速めようとする足が、しかし止まった。

　彼女は？　そう思った途端、思考に歯止めがきかなくなる。

　もしこの雪が積もるほど降った場合、鍵は雪の下だ。彼女は積もる前に何としてでも鍵を探そうとするだろう。つまりはその間、彼女は雪の降る寒空の下を彷徨うわけで。
　雪が降る中、僕は完全に立ち止まった。

　もし僕が余計な助言をしなければ、彼女はもっと早く鍵を見つけられていたのかもしれない。僕が彼女に声をかけなければ、僕があの道を通らなかったら、僕が――

　僕がもし、このまま家に帰ったとしたら――

　僕は来た道を引き返した。

　心の中では、今すぐ家に帰るべきという声があがっている。しかし、僕は走って彼女と出会ったあの場所へと向かった。

　客観視すれば、僕がこのままいつも通り家に帰ることには何の問題はないだろう。僕はあくまで善意のつもりで、彼女の探している鍵のある場所の手掛かりを教えたにすぎない。それが過ちだとしても、責任は殆ど生じないはずだ。

　けれど、それは僕が納得しなかった。自分のしたことが他人の迷惑になってしまうことを、僕はどうしても許せなかった。何より、そんなことをした可能性のある、過去の自分が許せなかった。

　だから、間に合うのであれば、正しに行きたかった。
　降雪の影響で既に濡れはじめた斜面は登るのに苦労する。白い息が荒くなった口から漏れた。雪はまだ降り続いており、空はどんどん暗くなっていた。
　急げ、もう少しだ。

「うわ！」

　焦っていたせいもあってか、僕は滑った。

　前のめりに倒れる僕は、両手をついて上半身が汚れることを防ぐが、両膝をついてしまったため、ベージュ色のズボンが薄く土の色に染まった。
　肩にかけていた鞄も、その拍子に地面に落ちた。

「………………」

　僕は立ち上がると、ズボンと鞄の土についた場所を手で払い、再び走りだした。

　あの場所に戻ってくると、彼女はまだそこにいた。

「え、あ、あれ、どうしたんですか？」

　両手を膝につき、肩で息をする僕を見て、彼女は驚いたように言った。

　僕は一度大きく息を吐くと、彼女に尋ねる。

「鍵は、無かった？」

「ああ、はい。プラスチックの、お菓子の袋か何かの切れ端でした」

　やっぱり、違ったのか。

「この辺りに、あると思うの？」

「ええ。多分このあたりかと……」

「どのあたりまで探した？」

「ええと、あちら側は殆ど探しました。あとはこちら側ですね」

　彼女は両手で大雑把に捜索範囲を示した。
「ありがとう。暗くなる前に見つけよう。雪も降っているから」

「は、はい」

　それからは、僕も彼女も無言のまま、一心不乱に鍵を探し始めた。

　視界は悪くなる一方だ。雪のせいで体も冷えるし、一刻も早く見つけないと。

　走ったせいで生じた汗が乾き、体温を奪っていくのが分かる。鳥肌も立っているようだ。

　何故僕はこんなになってまで、こんなことをしているのだろう。

　答えは分かっている。そう。こんなのはただの……。
「あ」

　積もりつつある雪の間に、雪とは異なる光り方をした何かを見つけた。寒さのせいか震える手を伸ばし、それを手に取る。

　それは、お守りのついた鍵だった。

　どうしてお守りが、と疑問に思うのも束の間、僕は彼女に声をかける。

「ねえ、もしかして、これ？」

　僕の声に気付いた彼女が駆け寄る。

「あ、そうです、これです！」

　僕が手に乗せたお守りつきの鍵を見ると、彼女はそう言って鍵をとった。
「有難うございます。その、これ以外に言葉が見つかりませんが、本当に有難うございます！」

　何度も頭を下げる彼女に、僕は苦笑する。

「いや、お礼なんていいよ。元はと言えば、僕が変なことを言ったせいで、君の邪魔をしちゃったんだし」

「いえ、そんなことは……。本当にありがと、くしゅん！」

　言葉の途中で、彼女はかわいらしいくしゃみをした。

　見ると、辺りは既に暗くなっており、雪も若干強くなってきているようだった。

「それより、急いで帰った方がいい。風邪をひくよ」

「ああ、はい、そうですね。それじゃあ、その、本当に――」

「お礼はもういいって。ところで、傘持ってるの？」

「あ……。走って帰るので、平気です」

「………………」

　僕は鞄の中から折り畳み傘を出す。

「迷惑じゃないのなら、使って欲しい」

「ええ、そんな、大丈夫ですよ、本当に」

　傘を差しだす僕に対し、彼女は両手を振って拒む。

「やっぱり、押し付けられると迷惑？」

「いえ、そんなことは全然ないんですけど、くしゅん！」

　彼女はまた、かわいらしいくしゃみをした。

「じゃあ、使ってほしい。寒そうだから」

「でも、貴方の分が……」

「僕はもう一本持ってるから大丈夫」

　そう言って、鞄からもう一本の折り畳み傘を取り出す。片方を学校などに置き忘れた場合の予備の傘なのだが、まさか使う機会が来るとは思っていなかった。

　僕はいったん予備の傘を鞄にしまうと、もう片方の折り畳み傘を組み立て、傘の形にすると、再び彼女に差し出す。
「受け取って、くれる？」

「…………はい」

　彼女は僕のおずおずといった感じで、傘を受け取った。
「ありがとう」

　と口にして、僕はすぐさま後悔した。

「え？」

「あ、いや、その……」

何故ここで僕がお礼を言うのだ。確かに受け取ってくれたのは嬉しかったが、口に出すべきではなかった。変な奴だと思われたらどうしよう。いや、既に僕は変人扱いされている可能性も大いにある。何しろ、雪の中山道を駆け戻ってきてまで彼女の落し物さがしを手伝ったのだから。

「ごめん、その、なんていうか、お礼を言うのは、だから……」

　何故謝る。どうして言い訳をする。ああ、もう取り返しがつかない。言わなければ、何かを。

「これは、ただの自己満足だから。それじゃ、気を付けて帰って」

「あ……」

　いたたまれなくなって、僕は彼女に背を向け、駆け足でその場を去った。後ろで彼女が何かを言っているような気がしたが、僕の耳には届かなかった。

　ああ、全く、僕は何をやっているのだろう。顔から火が出そうだ。
　無我夢中で山を駆け下り、気が付けば僕はコンクリートで造られた道の上に立っていた。傘も差さずにここまで走ってきた僕は雪に降られて濡れていた。

　さっと体の熱が引いていくのを感じる。それに伴い、頭も落ち着いてきた。

　とりあえず、傘をさそう。

　僕は鞄から予備の折り畳み傘を取り出し、組み立てる。体は既に濡れているが、これ以上雪にあたるよりかはましだ。

　傘を差し、僕は歩き始める。大きく吐いた息は、白かった。

　辺りは既に暗くなっていた。等間隔で並ぶ電信柱の街灯を辿るようにして道を進む。

　こんなに暗くなってしまうし、雪にも降られたし、恥までかいた。今日は失敗続きだ。山道を使うという決定をしたばっかりに。
　はあ、とため息をつく。

　顔を上げ、街灯に照らされた雪を眺める。

　でも、あのまま帰らなくて、後悔しないで済んで、良かった。

　得られたものは何もない。帰るのは遅くなったし、雪のせいで濡れたし、あの傘だってもう帰ってこないだろう。

　それでも僕は、自分を嫌いにならないでよかったと、そう思った。
